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　市では、昨年度から今年度にかけて「曽於市環境基本計画」の策定に向けて検討しています。この計画は最近、世の中で
関心が高まっている地球環境問題や曽於市の環境を改善していくために、市民・事業者・行政が協力しながら、どのような
環境を目指し、それぞれの立場で何をしていくべきかを示すものです。
　市民の皆さんが地域の環境や地球環境についてお考えになっていることを、出来る限り今後の計画づくりに反映させて
いくために、2008年11月～12月にアンケート調査を実施しました。

アンケート配布対象と回収数
　アンケート配布対象と回収数は以下のとおりです。ご協力ありがとうございました。

注1）平成20年10月1日時点で曽於市在住の方から年齢階層別に無作為抽出
注2）平成20年10月1日時点で曽於市在住の事業者・認定農業者の方から無作為抽出
注3）市外者を対象に市民祭（平成20年11月）、悠久の森ウォーキング大会（平成20年11月）で実施

事業者アンケート注2）

農業者アンケート注2）

観光客アンケート注3）

市民アンケート注1）

小学生アンケート（4,5,6年生）
中学生アンケート（1,2年生）
高校生アンケート（1,2年生）

ー 151 ー

200 110 55%
300 128 43%

797 677 85%
558 531 95%

1,500 626 42%
1,087 940 86%

配布部数 回収数 回収率項目(対象学年）

アンケート調査結果の概要
　市民の皆さんの多くが、今後も市が豊かな自然に囲まれた地域であることを期待しているという結果でした。
環境問題への関心が高い人が多く、日常生活の中で環境改善に対する取り組みを行なっている人が多くいらっしゃいま
した。曽於市の環境の改善点として、不法投棄を含めたごみの問題、河川の水質汚濁が挙げられています。
　以下に、アンケート結果の概要を示します。

環境問題への関心1 〈市民、事業者、農業者、小学生、中学生、高校生〉

　環境問題に『非常に関心を持っている』、『関心を持っている』という回答は約71%、『あまり関心がない』、『まったく
関心がない』の回答は約26%となっています。関心のある環境問題は、『地球温暖化』『ごみ・リサイクル』という回答が
多くなっています。

各 支 所 市 民 課
末吉：0986-76-8805
大隅：099-482-5923
財部：0986-72-0934

〈問：関心のある環境問題は？〉〈問：環境問題に関心はありますか？〉
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曽於市の自然の現状評価２ 〈市民、小学生、中学生、高校生、観光客〉
　曽於市内の自然をどう感じているかを尋ねたところ、『非常に多い』『多い』という回答が6割を超えました。
曽於市には自然が多いと感じている人が多いことが分かりました。

3 周辺環境への満足度 〈市民、小学生、中学生、高校生〉
　空気・水辺・静けさについて満足度を尋ねました。「空気のきれいさやにおい」「静けさ」では、満足度（『かなり良い』、
『やや良い』）は6割以上を占めているのに対して、「水辺」では約48%であり、他の項目と比べると満足度は低くなって
います。

４ 曽於市の魅力 〈市民、小学生、中学生、高校生、観光客〉

　曽於市の魅力は、『自然が豊かである』という回答が、全てのアンケート対象者で最も多くなりました。
『おいしい農畜産物が手に入る』、『空気がきれいである』という回答も多くありました。訪れたり、見たことがある曽於市
の豊かな自然環境や県指定民族文化財等については、弥五郎どん祭り、花房峡、大川原峡（桐原の滝）、大鳥峡が50％を
超えていました。

〈問：曽於市の魅力は？〉

〈問：お住まい周辺の環境の5段階評価は？〉

〈問：曽於市内には自然が多いと思いますか？〉

〈問：訪れたり、見たことがある曽於市の豊かな自然環境や県指定民族文化財等は？〉
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曽於市の環境の変化５

　曽於市の環境が良くなったと感じている人は約20%、悪くなったと感じている人は約30%となっています。
　良くなったと感じる理由も悪くなったと感じる理由も、『ゴミ（不法投棄を含む）』、『水質汚濁（河川）』、『悪臭』が多く
なっています。これらの項目は、市民の皆さんの関心が高いと考えられます。

曽於市の環境を良くするための優先事項６ 〈市民〉

〈市民〉

　曽於市の環境を良くするために優先すべきことを第1位から第3位までお尋ねしました。その結果、第1位では『環境
モラルの向上』が最も多く、『不法投棄対策』『ごみ減量、リサイクルの推進』『大気汚染対策』『水質汚濁対策』がつづき
ました。
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〈問：曽於市の環境は昔と比べて変わったと感じますか？〉
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〈問：曽於市の環境を良くしていくための優先事項上位3つは？〉
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日常生活での環境改善の取り組み7

　日常生活の中で環境のためにどのようなことをしているかを市民の皆さんにお尋ねしました。その結果、『ごみのポ
イ捨て』『流しにごみネットを取り付ける』『詰め替え製品の利用』については、取り組んでいる市民の方が多い結果と
なりました。

〈市民〉

将来に期待する曽於市の環境８ 〈市民、事業者、農業者、小学生、中学生、高校生〉

〈問：日常生活ではどのような取組みをしていますか？〉

　曽於市の望ましい将来像についてお尋ねました。市民・小中学生・高校生・事業者の皆さんでは、『豊かな自然に
囲まれた地域』が最も多く、農業者の皆さんでは、『農業が盛んな地域』が最も多くなりました。

〈問：期待する将来像は？〉

アンケート調査結果は、曽於市環境基本計画の検討に活用させていただきます。

市民 小学生 中学生 高校生 事業者 農業者

豊かな自然に囲まれた地域 1位 1位 1位 1位 1位 2位

農業が盛んな地域 2位 4位 6位 3位 3位 1位

水がきれいな地域 3位 6位 3位 4位 2位 3位

街並み（景観）が良い地域 4位 5位 4位 2位 4位 4位

公園、広場が整備されている地域 5位 2位 5位 5位 9位 10位

商業が盛んな地域（店が多数ある） 9位 3位 2位 7位 5位 8位

ごみのポイ捨てはしない。

流しにはごみ取りネットなどを
利用し、生ごみを流さない。

詰め替え製品と使い捨て容器の
製品があった場合、詰め替え製
品を利用する。
歯磨きや洗面の時はこまめに水
道を止めている。

駐停車するときは自動車のエン
ジンをかけっ放しにせず、でき
るだけ切るようにしている。

冷暖房の温度設定は控えめにし
ている。

牛乳パック、トレーなどはリサ
イクルに出している。

風呂の残り湯は洗濯や掃除に利
用している。

食事を作り過ぎず、食べ残しが
出ないように気を付けている。

地域の清掃活動に参加している。
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